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Confidential

味の素グループのＤＸ

代表取締役 副社長 ＣＤＯ

福士博司
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ＤＸは 西井社長のパーパス（志）経営を支える －食と健康の課題解決企業ー

サスティナビリティ ― アウトカム2030年までに
・10億人の健康寿命を延伸します。
・事業を成長させながら、環境負荷を50%削減します。
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ＣＤＯとして 実践的な ＤＸ戦略を策定
ベース ①事業構造変革経験 ② ＣＤＯ交流、情報交換、異業種協業
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味の素 グループのＤＸ（関連ＸＸ変革含め）の道のり

Ｍ４．０

自動化プロジェク
ト

人事諸制度 組織再編働き方改革

ＯＥ（オペレーションエクセレンス）

役員制度改定

ダイバーシティー推進 スマートコーポレート、ファクトリー

委員会設置会社移行

Ｒ＆Ｂ創設（Research & Business)

X
X

DX

ロボット技術研究デジタルビジネス研究

ＣＤＯ内示

ＤＸポリシー策
定

ＤＸ推進委員会発足
ＤＸグローバルキックオフ

推進準備委員会発足
ＤＸキックオフ

ＤＸ部設立
ＤＸ銘柄チャレンジ

ＣＤＯ ＯＦ ＴＨＥ ＹＥＡＲ 受賞ＣＤＯ ＣＬＵＢ ＪＡＰＡＮ 加盟

ＤＸは、単なるデジタル技術の導入ではなく、関連変革ＸＸの遂行を含め、変革を段階的、連続的実行してゆく
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指名委員会等設置会社移行
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味の素 ＤＸコンテンツ ホームページにアップロード

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/aboutus/dx/

デジタルのもつスケーラビリティー（拡張性）、スピルオーバー（汎用性）、シナジー（結合による付加価値）も、このような連携を
可能にする大きなファクターと認識し、DXによる企業変革の必要要件として企業全体のリテラシー向上に努めています。当社
グループは、「食と健康の課題解決企業」として生まれ変わり、社会のデジタル変容の良きパートナーとなり、「食と健康の課
題解決」にリーダーシップを発揮し続ける事をここに表明します。

福士 博司 代表取締役 副社長執行役員
Chief Digital Officer (CDO）

味の素グループのデジタル変革（DX）一括ダウンロード[5.7MB] 
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ＤＸによる 企業価値向上サイクル
‘見えない資産’をデジタルの力で‘見える化’し、企業価値の向上サイクルを高速で回す

企業価値創造サイクル
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‘見えない資産’

・人財資産

・顧客資産

・組織資産
（企業文化）
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ＤＸの戦略策定の 理論ベース （実践的アドバイスも多数）
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・創造性
・成長
・不確実性

右脳

・秩序
・管理
・安定性

左脳

MTP Massive Transformative Purpose パーパス経営 食と健康の課題解決企業

Staff on Demand
オンデマンド型の人財

Community and Crowd
コミュニティとクラウド（群衆）

Algorithms
アルゴリズム

Leveraged Assets
外部資源の活用

Engagement
エンゲージメント

Interfaces
インターフェース

Dashboards
ダッシュボード

Experimentation
実験

Autonomy
自立型組織

Social Technologies
ソーシャルテクノロ

ジー

出所 イスマイル（2015）ｐ６３ シンギュラリティ―大学が教える飛躍する方法 を一部修正企業変革の教科書 ｐ２３４ 図表５－８ 名和高司 著

スケーラブルなフレームワーク MTP + SCALE + IDEAS採用

ＰＯＩＮＴ： 自分達のオリジナリティーを追求（自前主義）するのも大事だが、自組織に合った変革フレームワークを採用するのが変革の近道。

ＩＤＥＡＳ ＳＣＡＬＥ
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推進体制
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マーケティング

Ｒ＆Ｄ

ＳＣＭ

ＤＸ人財

ＤＡＴＡ ＩＴＧ CDO

ＣＩＯ

CXO
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変革の加速 と ＣＸＯ ＣＩＯの任命

ＤＸ３．０
事業モデル変革
発表

ＤＸ２．０
ＤＸ-ＳＣＭ発表

ＤＸ１．０ 全社オペレーション変革発表
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ＣＤＯとは 結局何か？

ＣＤＯは、人とテクノロジーのインターフェース
人とテクノロジーは、特性が全く違う。CDOは、その特性をよく理解して、自らがテクノロジー活用
の良きインターフェースとなって、人（組織）とテクノロジーを有機的に結合し、生産性を飛躍的に

高めることが必要。

・アナログ的

・ホリスティック

・ダイバーシティー

・倫理、責任、向上心

・組織で仕事する

・テクノロジーを使う

・自分の価値観、
待遇で仕事を選ぶ
・・・

・デジタル的

・複数作業を同時的に
並列実行

・高速

・命令に忠実
（人に使われる）

・空間、時間を選ばない
・・・
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ＤＸのＫＰＩと 経営目標
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2030年の

ゴール
23-25
フェーズ2

重点
KPI

構造改革 再成長

66.5% 70% 80%

55% 70% 80%

2.5% 3%

成長性 4% 5% 5%0.3%

効率性 8% 10-11% 13%

FY19
(実績)

FY22
(目標)

FY25
(目標)

85%∼

80%∼

3%

20-22
フェーズ1

67.6%

0.0%

FY20
(予想)

約5% －

67.0%

▲1.6%

FY20上期
(実績)

約3%
（COVID-19影響含む）

3.0%

（6.0％）
4.3%

5.3%

（7.1％）

64%
（11月速報値）

FY20 FY21 FY22 FY23-25 FY26-30

ビジネスDX人財

システム開発者

データ
サイエンティスト

20人（現在）→100人体制へ 200人体制へ 全員ビジネス人財へ

50人（現在）→200人体制へ 200人体制の維持

10人（現在）→20人体制へ 30人体制へ 50人体制へ

(3) 重点事業売上高比率

(4)従業員エンゲージメントスコア
（ “ASVの自分ごと化”1 ）

(5)単価成長率（前年比）
（海外コンシューマー製品）

(2) オーガニック成長率（前年比）

(1) ROIC （ >資本コスト）
（ ）；除く特別損失、減損
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ＤＸ１．０ オペレーション変革
自分事化（フレームワーク）してこそ、変革は進む

ＣＸＯ

人事管掌役員

ＯＥ ＤＸ１.０伴走

ＣＤＯ

個人／組織／事業の共成長モデル
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ＤＸ２．０ 経営のエコシステム

ＰＯＩＮＴ：ＣＤＯや変革のリーダーは、固定化された組織風土から個人、組織を解き放つようにする。
自立した個人、組織がデジタルツールでネットワーク経営するのが、ＤＸ２．０経営のエコシステム。

言語

画像

音声

制御

推論

AI

ビッグデータ

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

IT ネットワーク 経営

監査・人事

コーポレート

法務・知財・品質

財務・経理

総務サービス

事業

マーケティング

R&D

生産

調達・SCM

×
スマート
経理

サービス
スマート

ファクトリー

協業者
団体

スマート
監査・人事

スマート
物流

コーポレート
サービス

JV

スマート
ネットワーク

経営

スマート
法務・

知財・品質

スマート
マーケ

ティング・
R&D
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ＤＸ２．０ 事業のエコシステム

ＰＯＩＮＴ：自社事業のエゴを通のではなく、ステークホルダーとともに事業のＤＸを通じて社会変革を促すような
エコシステム変革を展開する。社会課題の解決は、企業の独善主義ではなく、ステークホルダーとの共同
、協創が理想の方法論。しかし、この共同、協創に生産性向上が伴わないと、競争に負けディスラプトされる

矛盾が生じる。共同、協創と生産性向上の両立にいかにリーダーシップ発揮するか。
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ＤＸ投資 中期計画 ２０２０－２０２５

Copyright © 2021 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved



16

２０年度見込みは着実

当初コロナの影響での遅れはあるも、DXの施策が具体的に進行中
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’２１以降の変革加速に自信
中期計画を大幅に上回るＢＰ成果を目指す

Copyright © 2021 Ajinomoto Co., Inc. All rights reserved



18

ＤＸ 人財 育成順調
ＤＸビジネス人財育成プログラムに社員から熱い視線

＜計画 ビジネス人財 ２０名 → １００名 （２０２２まで）＞

＜ 実績 ビジネス人財 ２０２０で すでに１０００名超 ＞
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FY20 FY21 合計 従業員比率

初級 801 956 1,757 51%

中級 173 318 491 14%

上級 29 63 92 3%



本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、本資料の発表日現在における将来の見
通し、計画のもととなる前提、予測を含んで記載しており、当社としてその実現を約束する趣旨のものでは
ありません。実際の業績は、今後様々な要因によって、大きく異なる結果となる可能性があります。

本資料には監査を受けていない概算値を含むため、数値が変更になる可能性があります。

本資料の金額は、切り捨てで表示しております。
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